
当別町第5次総合計画

当別町の未来
これからのまちづくり

　わたしたちは、明治４年に先人が自然の恵みのもと切り拓いたこの当別を引き継いできました。昭和４８
年からは、人口が増加する中、社会基盤の整備など、４つの長期計画のもとに総合的・計画的なまちづくりを
進めてきました。
　そして来年、開町１４０年を迎えます。
　今、急速な少子高齢化の進行や人口減少社会への移行、金融不安や雇用悪化などを含めた社会経済の
変化、地方分権の進展など社会情勢が変革し、行財政を取り巻く環境の厳しさと相まって、当別町は大変重
要な転換期を迎えています。
　これら当別町を取り巻く環境の大きな変化を見据え、個性豊かな新しい地域を創造し、魅力あるまちづく
りを進めるため、多くの町民の皆様にさまざまな場でご意見をいただきながら、「当別町第５次総合計画」を
策定しました。
　めざす姿を「自然を身近に感じ 活力に満ちた 美しいまち 当別」と定め、活力を支える４つの力「自然力」
「共生力」「創造力」「発信力」を基本としながら、「農産物を活用した地域ブランドの創出」や「新しい地域コ
ミュニティの創造」、「共生型福祉活動の推進」、「農村景観の向上」などを重点プランとして位置付け、活力に
満ち自信あふれるまちづくりを進めていきます。また、札幌市に隣接している地理的条件を活かしながら、
札幌圏域の連携を一層深めることで、農村と都市の文化の融合と経済活動の発展を目指し、確かな未来を
築いていきます。
　計画の策定にあたり、貴重な意見や提案をいただきました皆様に厚くお礼を申し上げます。
　今後も町民の皆様一人ひとりの力が必要です。まちづくりに積極的に参画いただき、「自然を身近に感じ 
活力に満ちた 美しいまち 当別」を実現し、次世代に引き継ぐため、一緒に取り組んでいきましょう。

平成２１年３月
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町の木：白樺 町の花：かすみ草 町の鳥：ふくろう

　当別町は、札幌市の都心部から約15～25kmの距離にあ
ることから宅地造成も進み、札幌近郊の田園都市として発展
しています。明治４年に仙台藩・伊達邦直公の移住より拓か
れ、明治35年頃には当時の札幌支庁管内で最も豊かな農村
へと成長。農業を基幹とするまちの産業は、管内有数の米の
生産量に加え、切り花の生産も道内屈指の生産額を誇ってい
ます。また、スウェーデン王国・レクサンド市との姉妹都市提
携をはじめ積極的な国際交流も行っています。

当別町民憲章
前章
　私たちは、北海道開拓の歴史に、不朽の功業をしるした当別の町民です。
　開基100年にあたり、不屈の開拓精神によって築きあげた祖先の偉業をうけつぎ、
万心一致、未来の躍進をねがって、この憲章を定めます。

1章
自然を愛し美しく健康なまちをつくります。
2章
力をあわせて産業をおこし豊かなまちをつくります。
3章
きまりを守り明るく住みよいまちをつくります。
4章
教養をつみ、かおり高い文化のまちをつくります。
5章
未来を担うたくましい子を育て力のあるまちをつくります。

【昭和45年6月制定】


